
社団法人 東京電機大学校友会 

第122回 評議員会 

第67回 総会 

 

日 時 平成24年5月19日（土） 13時00分～14時50分 

 

場 所 東京電機大学 東京千住キャンパス 1号館 2階 丹羽ホール 

 

議 案【評議員会】 

第1号議案 平成23年度事業報告案承認の件 

第2号議案 平成23年度決算案承認の件並びに監査報告 

第3号議案 平成24年度事業計画案承認の件 

第4号議案 平成24年度予算案承認の件 

第5号議案 理事・監事選出の件 

第6号議案 移行の登記を停止条件とした一般社団法人移行に関する承認の件 

・移行後の理事、監事の選任   

・最初の代表理事、業務執行理事の選定 

・「定款の変更案」「総会承認規程・規則」の決議 

・定款の変更案に関する軽微な修正を理事長一任とする旨の承認 

第7号議案 東京千住キャンパス移転に伴う現定款第2条事務所所在地の変更 

 

議 案【総会】 

 上記議案（第5号議案を除く） 

 

 

―――――― ※ ―――――― 

 

 

講演会 

 

時 間  15時00分～16時30分 

場 所  東京電機大学 東京千住キャンパス 1号館 2階 丹羽ホール 

講 師  東京電機大学 未来科学部長  安田 浩 教授 

演 題  「 メディア社会の将来 」 

 

懇親会（立食パーティー） 

 

時 間  16時45分～18時15分 

場 所  東京電機大学 東京千住キャンパス1号館1階100周年ホール 

会 費  無料 



 
 

（評議員会・総会共通 第1号議案） 

 

■平成23年度事業報告（案） 

 

学園とともに平成 24 年 4 月からの東京千住キ

ャンパスへの移転に伴い、社団法人東京電機大学

校友会（以下、「校友会」という）は、次の 100

年に向け新たな出発点に立った。校友会は、学園

に対する最大の支援組織として、学園へのさらな

る協力を目指した。 

さらに、懸案事項として、国の公益法人制度改

革に伴う新法人への移行を目指し、定款の改定、

諸規則の整備等、具体的な作業を進めた。 

また昨年度末 3 月 11 日に起きた東日本大震災

に際しては、校友会としていち早く被災地の支部

長と連絡を取り、被害状況を調査した。折から学

園でも被災学生・生徒に対する対応の一環として

修学支援募金を立ち上げたことに応じ、校友会か

らもこれに寄付することで対応した。その後被害

は地震・津波にとどまらす、原発の損傷による放

射能汚染にまで広がっている。校友会として今後

も継続的に情報収集を続け、状況に応じた対応を

心がけていく所存である。 

 

１．校友会員に対するサービスの充実 

これまでの各種サービスを検証し、会員にと

って魅力あるサービスの展開を目指した。 

また、校友会員に対するサービスの基礎とな

る通常会員の会員数拡張に努めているが、微増

の状況となっている。 

3 月末までの予納会員以外の新規加入者は、

1,021名であり、3月末現在の会員数は、30,948

人（昨年度末は 30,847 人）で、昨年と比較し

て101名の増となっている。また、3月末日の

入金状況は11,129千円であった。 

 

(1)会誌・工学情報の定期発行 

会員を対象に定期的に年4回発行した。 

このうち、冬号をサービス号と位置付け、会

員でない住所判明者に発送して校友会への加

入を呼び掛けているが、その効果は明確でない。 

また、会員の正確な情報を把握するため、昨

年より冬号発送時に校友会が把握している会

員情報を印刷して送付し、情報の修正をお願い

している。会員情報を同封することにより、修

正依頼の件数は増えており、より正確な情報把

握に繋がっている。 

尚、東日本大震災に関しては、学園・校友会

の対応を秋号に、被災地支部長からの報告を冬

号に掲載し、会員への情報提供とした。 

 

(2)卒業生バックアップセンターへの卒業生登録

の推進 

3月 31日現在の登録卒業生数は5,398名（昨

年度末 4,526 名）、協力登録企業数は 1,426 社

（同1,406社）である。登録卒業生数は、順調

に伸びているが、経済状況を反映して企業数は、

伸び悩んでいる。 

 

(3)会員への斡旋事業 

例年同様、会員に対して次の各種斡旋事業を

行なった。 

①学園図書館の利用斡旋 

②学術図書雑誌の購入斡旋 

③法律、特許相談の斡旋 

 ④校友会員限定の特別割引物品の斡旋 

 

(4)ホームページの情報充実とホームページから

の加入促進の積極的広報の実施 

校友会情報は随時ホームページに掲載し、会

員へ情報提供している。 

更に、昨年度は東京千住キャンパスの工事が

進行している状況に鑑み、1年間を通じて、ラ

イブカメラによる東京千住キャンパス工事進

捗状況を配信した。 

また、工学情報バックナンバーを電子ファイ

ル化して掲載し、常時閲覧可能な状況を実現し

た。 

さらに、クレジット決済によるホームページ

からの加入促進を計った。3月31日現在の加入

者は、新規94名 1,002千円、継続57名 528千

円であった。わずかではあるが、利便性を増し

たことの効果が現れていると考えられる。 

 

(5)メールマガジン配信の検討 

メールマガジン配信の前段階として、校友会

データベースに登録されている会員を検索し

て、検索条件に適合した会員にメールを配信す

るシステムを構築した。これにより、イベント

等の情報発信が容易となった。メールマガジン

の配信については、継続して検討する。 
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２．校友会活動の活性化 

校友会員向けの活動として次の事業を行った。 

(1)支部活動の活性化 

①支部への支援 

平成 23 年度の全国の地方および県支部総会

は、21箇所（別表－1）において開催された。 

 

②東京都支部の設立 

 東京都支部の設立に向けて検討を行い、一般

社団法人移行申請に合わせ、設立を目指すこと

とした。 

 

③県支部連絡協議会の開催 

平成 21 年からスタートした地方支部連絡協

議会は、平成23年度は、5箇所（神奈川・千葉・

埼玉、群馬・茨城・栃木3県を含む）で開催し

た。すべての連絡協議会において、多数の支部

長（代理を含む）が参加しての開催であり、こ

の方式が定着してきたことが伺われる。 

 

(2)職域電機会の活性化と新規設立の勧誘 

 ①職域電機会への支援 

平成 23 年度における電機会総会は 17 箇所

（別表－2）で開催された。 

なお、職域電機会の新規設立は1企業であった。 

 

 ②技術士会の設立 

  技術士会設立に向けて検討を行い、平成 24

年度中の設立を目指すこととした。 

 

(3)同窓会活動への支援 

例年同様、大学同窓会、中学・高等学校同窓

会、電機学校同窓会の活動に対して、総会への

協力はもとより、日頃から、積極的に支援と協

力を行なった。 

 

(4)留学生ＯＢとの連携 

  平成 23 年度においては、校友会の行事日程

と連携がとれず、実施することができなかった。

平成24年度については、是非実施したい。 

 

３．準会員への支援 

例年に準じた支援については予定通り実施

できた。準会員への支援事業は次のとおりであ

った。 

 

①クラブ活動補助 

学生・生徒の課外活動を支援することから補

助を行った。 

 

②全学行事補助 

大学に対しては、合同体育祭、各キャンパス

学園祭、リーダースキャンプ等に補助を行なっ

た。特に、神田キャンパス最後の錦祭に対して

は、連年よりも多くの支援を行った。中学・高

等学校に対しては、体育祭、文化祭、文化講演

会等に補助を行なった。 

 

③卒業式・入学式記念品補助 

卒業記念品として、大学には卒業証書挟みお

よび修了証紙筒を、中学・高等学校には学業優

秀賞および皆勤賞の副賞を贈呈した。また、入

学式記念品として、学園の全新入学生・生徒に

校歌ＣＤを贈呈した。 

 

④卒論発表会・就職セミナー等支援 

 卒論発表会・就職セミナーに支援を行った。 

 

⑤準会員向け工学情報（KJ）発行 

就職を希望する学生が持参して、2月に開催

された就職セミナー（大学と大学同窓会との共

催）に臨める様に、就職特集号の「工学情報

（KJ）」を12月に発行した。 

 

⑥東京電機大学校友会・新電気奨学金貸付 

2 名の希望者に奨学金（総額 1,406,500 円）

を貸与した。 

  

⑦イベント協賛援助 

アメリカボストンのMITで開催されたＩＤＣ

ロボットコンテストへの参加と高校自転車競

技部の全国大会出場に対して支援した。 

 

４．社団法人としての公益活動と今後の課題 

(1)公益活動 

本校友会は、学園の発展に協力すると同時に

会員相互の親睦と研修を図る一方で、特例民法

法人として教育、学術、文化の発展に寄与する

ことを目的とする公益法人である。 

平成 23 年度には次の講演会・見学会等の開

催・共催を実施した。 
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①公開講演会関係 

県支部主催による公開講演会が都合 9 箇所

（別表－4）で開催された。 

 

②見学会関係 

校友会、商工懇話会、電機学校同窓会主催の

見学会を含め、県支部主催による見学会が5箇

所（別表－5）で開催された。 

 

③協賛した事業（3件） 

・ＭＥ講座 全10回 19コマ開催（学園：産官

学交流センター主催） 

・ロボット工作教室 年 10 回開催（高等学校

主催） 

・修士論文発表会（工学研究科・情報環境学研

究科主催） 

 

(2)目指す方向 

平成 22 年度の評議員会・総会において一般

社団法人への移行を目指すことが承認された

ことを受け、理事会の下に「法人移行実行委員

会」を設置し、平成23年度は、10回におよぶ

検討を重ね定款や規則等の作成を行った。 

 

５．東京千住キャンパス創設事業募金への協力 

学園の最大の支援団体である校友会は、学園

の創設事業の遂行に協力すべく卒業生向けの

募金活動について、総会等を通じて積極的に協

力要請を行った。 

卒業生の寄付総額は3月31日現在で393,000

千円（目標の87.3％）となった。 

 

 

６．学園との連携強化 

(1)学生募集の支援 

学園が東京千住キャンパス開設を前に学

部・学科を再編成し、教育研究の特色化、個性

化をはかり、新しい時代の社会的要請に応えよ

うと努めていることを踏まえて、学園との連携

を図り、特に、教職校友会の協力を得て、推薦

入試等での学生募集を支援した。 

また、校友会から地方支部に対して入試業務

への協力を要請し、幾つかの地方試験会場にお

いて支部役員がその業務に当たった。 

 

(2)経営同友会の運営への協力 

経営同友会は学園と産業界で活躍されてい

る校友の方々との間にネットワークを構築し、

会員企業ならびに学園および校友の発展を目

指すことを目的に設立された組織である。 

校友会では、学園と校友との連携の重要性を

鑑みて、経営同友会の企画・運営するイベント

に協力した。 

 

(3)父母懇談会への参画と協力 

地方父母懇談会には、多くのご父母の方々が

参加されるため、大学関係者と交流ができる貴

重な機会となっている。今年度は、地方 10 会

場で開催された父母懇談会に支部長あるいは

その代理の方が参加し、地方支部の活動等につ

いて説明を行い、参加ご父母との交流を図った。 

 

(4)東日本大震災による被災学生に対する支援 

修学支援募金として、5,000 千円の寄付を行

った。 

以上 
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〔別表－1：支部総会の開催状況〕 

日 付 支部名 日 付 支部名 日 付 支部名 

5月 29日 愛知県支部 8月 27日 宮崎県支部 3月 25日 富山県支部 

6月 4日 埼玉県支部 10月 9日 福岡県支部   

6月 5日 神奈川県支部 10月 15日 石川県支部   

6月 11日 千葉県支部 10月 22日 栃木県支部   

6月 12日 岐阜県支部 10月 22日 熊本県支部   

6月 25日 茨城県支部 11月 11日 北海道支部   

7月 2日 三重県支部 11月 12日 大分県支部   

8月 6日 青森県支部 11月 12日 新潟県央電機会   

8月 27日 新潟電機会 11月 19日 秋田県支部     

8月 27日 鹿児島県支部 12月 3日 山陰支部     

 

 

 

〔別表－２：電機会総会の開催状況〕 

日付 電機会名 日 付 電機会名 日 付 電機会名 

5月 7日 
商工懇話会春季総

会 
6月23日

東管支部東京北電

機会 
11月17日 民間放送校友会 

5月 27日 東管支部 7月15日
東亜ディーケーケ

ー電機会 
11月28日 沖電気電機会 

6月 3日 京三電機会 7月31日
教職校友会静岡県

支部 
12月17日 長谷工電機会 

6月 9日 
東光電気工事電機

会 
9月30日

日本電波工業電機

会 
2月 29日

東管支部東京西電

機会 

6月 14日 東管神奈川電機会 10月7日
商工懇話会秋季総

会 
3月 3日 三菱電機会 

6月 18日 教職校友会 
10月 29

日 

川北電気工業電機

会 
  

 

 

 

〔別表－3:県支部連絡協議会開催状況〕 

日 付 場 所 地区 

8月 27日 ホテルマリンパレスかごしま（鹿児島市） 九州・沖縄地区 

10月 15日 ガーデンホテル金沢（石川県金沢市） 甲信越・北陸地区 

11月 29日 東京神田キャンパス10号館7階校友会談話室 埼玉・千葉・神奈川三県 

11月 12日 伊勢崎サンホテル 群馬・茨城・栃木三県 

12月 10日 ホテルJAL CITY青森（青森県青森市） 東北・北海道地区 
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〔別表－４：公開講演会の開催状況〕 

日 付 演 題 講 師 主 催 

6月 4日 企業ファイナンス・財務諸表の見方 東原功氏 埼玉県支部 

6月 5日 電子書籍について 植村八潮氏 神奈川県支部 

6月 11日 色彩の効果で健康増進 今野紀子准教授 千葉県支部 

6月 25日 
Ｘ線を使って環境浄化植物の謎を解

く 
保倉明子准教授 茨城県支部 

7月 2日 
みんなで考えよう地球環境と風力発

電 
西方正司教授 三重県支部 

7月 3日 がんは予防できるか 川井悟教授 神奈川県支部 

8月 6日 
シリンコンバレーの近況と英語の苦

手意識をなくす方法 
安藤浩二氏 青森県支部 

10月 5日 いつも元気に幸せに生きよう 小谷誠理事 石川県支部 

10月 22日 
エネルギー問題と自然エネルギーの

課題 
加藤政一教授 栃木県支部 

 

 

 

〔別表－５：見学会の開催状況〕 

日 付 場 所 参加者 主 催 

10月 2日 サントリー白州工場 37名 電機学校同窓会 

10月 31日 

11月 1日 

富浦道楽園、館山赤山地下壕、南房総フラワ

ーライン、新日鉄君津工場、房総四季の蔵、

小泉酒造、笠森観音 

20名 東管神奈川電機会 

12月 16日 ＪＦＥスチール東日本製鉄所千葉地区 34名 千葉県支部 

1月 11日 ＪＡＬ機体整備工場 61名 神奈川県支部 

3月 29日 スカイツリー、船上から観桜会 25名 東管支部 
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komiya
タイプライターテキスト
（評議員会・総会　共通　第2号議案）

komiya
タイプライターテキスト

komiya
タイプライターテキスト

komiya
タイプライターテキスト

komiya
タイプライターテキスト

komiya
タイプライターテキスト

komiya
タイプライターテキスト

komiya
タイプライターテキスト
■平成23年度決算案承認の件並びに監査報告

komiya
タイプライターテキスト
平成23年度収支計算書

komiya
タイプライターテキスト
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1. 資金の範囲
　　資金の範囲には、現金預金、未収金、未払費用、預り金、未払法人税等を含めています。
　　なお、前期末及び当期末残高は、下記2に記載するとおりです。

2.　次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳

(単位：円)

科目 前期末残高 当期末残高

　現金預金 34,532,810 52,058,671

　貯蔵品 0 50,000

合計 34,532,810 52,108,671

　預り金 125,840 38,760

　未払法人税等 70,000 70,000

合計 195,840 108,760

次期繰越収支差額 34,336,970 51,999,911

収支計算書に対する注記
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監査意見 

 平成 23 年度予算執行状況、財産の保全と運用状況、会計処理状況を経理帳簿、証憑、

銀行通帳等により監査した結果、平成 23 年度決算書は、適正かつ正確に作成されてい

ることを確認しました。  
        平成 24 年 4 月 18 日  

               監事  近藤 史生 ㊞  
                  村田 耕治 ㊞  

 
 
（評議員会・総会共通 第3号議案） 

 

■平成24年度事業計画（案） 

 

学校法人東京電機大学（以下、「学園」という。）

は、足立区北千住の東京千住キャンパス創設に係

る建設工事を平成22年2月に着工した。平成24

年1月 11日には、定礎式・竣工式を行い、4月の

開設を迎える。 

教育研究については、学長のリーダーシップの

もと、次の100年に向けた『新たな価値の創造』

を目指して取り組んでいる。 

学園卒業生の会であり、学園に対する最大の支

援組織である社団法人東京電機大学校友会（以下、

「校友会」という。）は、会員拡張を目指しつつ、

会員に対するサービスの充実に努めるとともに、

東京千住キャンパス創設募金に対して引き続き

協力する。 

国の公益法人制度改革に伴う一般社団法人へ

の移行申請を平成24年度総会・評議員会終了後、

早急に実行する。 

学園の卒業生で良かったと感じられる校友会

を目指し、本事業計画を策定する。 

 

１．校友会員に対するサービスの充実 

校友会員に対する各種サービスを見直し、会員

にとって魅力あるサービスが展開できるよう検

討し実現を目指す。 

なお、サービスの基礎となる通常会員数の増強

について、引き続き会員拡張に努めるとともに財

政の健全化を図る。 

また、クラス会開催時に提供いただいている会

員情報を活用し、通常会員の増加目標を１,000名

とする。 

 

(1)会誌・工学情報の定期発行 

財政健全化を図るため、これまで会員を対象に

定期的に年4回発行していた工学情報を年3回の

発行とする。この内、冬号をサービス号と位置付

け、会員でない住所判明者にも発送し、学園情報、

校友会情報を発信して、校友会への加入を呼び掛

ける。 

また、ホームページ等の充実に努力することに

より発行数減少を補う。 

 

(2)卒業生バックアップセンターへの卒業生登録

の推進 

「卒業生バックアップセンター」は卒業生相互

のコミュニティ機能を有しており、将来の連絡手

段に活用できるよう卒業生の登録推進を図る。 

転職希望者への情報提供サイトの設置を端緒

とした「卒業生バックアップセンター」ではある

が、社会的経済不況の折、求人協力企業の登録に

伸び悩みがみられるが、引続きその勧誘に努める。 

また、「転送メールアドレスの提供」は、総合

メディアセンターによる卒業生へのメールアド

レスの提供時期に合わせ、卒業生ごとにメールア

ドレスを提供できるよう検討する。 

 

(3)会員への斡旋事業 

次の斡旋事業を引き続き展開する。 

①学園図書館の利用斡旋 

②学術図書雑誌の購入斡旋 

③法律、特許相談の斡旋 

④校友会員限定の特別割引物品の斡旋 

 

 

(4)ホームページの情報充実 

ホームページの充実を図り、繰り返し閲覧する

会員の確保に努める。 

 充実に向けた内容は次のとおり 

①工学情報バックナンバーを電子ファイル化し

掲載 
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②ホームページを介したクレジットカード決済

による会費の納入方法を更に推進する。 

③各支部でホームページを簡単に作成、維持、管

理できるような仕組みの実現を検討する。 

 

(5)メールマガジン配信の検討 

メール配信システムの構築に続き、配信するコ

ンテンツについて検討し、配信することを検討す

る。 

 

２．校友会活動の活性化 

校友会員向けの活動として、次の事業を行う。 

(1)支部活動の活性化 

①支部への支援 

県支部、地方支部の活発な活動が校友会の活性

化に繋がるという考えから、各支部総会に校友会

の役員が出席し、校友会活動および学園の近況報

告を行うとともに地方会員との交流を図り支部

活動を支援する。 

また、職域電機会との連携を図り、地方転勤者お

よび新卒者の情報を支部に提供する。 

②東京都支部の設立 

現在、当校友会の地方支部は１県１支部を原則

として整備を終了しており、一般社団法人への移

行を前提に、東京都支部を設立する。 

③県支部連絡協議会の開催 

県支部の活動状況等について横断的に意見交

換できる会議体として「県支部連絡協議会」を平

成22年度から開催してきが、今年度も開催を継

続し、支部の活性化に繋げる。 

 

(2)職域電機会の活性化と新規設立の促進 

①職域電機会への支援 

職域電機会の活発な活動は、支部の活動と同様

に、校友会の活性化に繋がるという考えからこれ

を支援する。 

②技術士会の設立 

学園と連携し、会員相互の親睦と技術研鑚を高

め、東京電機大学の発展を支援し、技術分野で地

域社会に貢献することを目的とする東京電機大

学技術士会（仮称）の設立を目指す。 

 

(3)同窓会活動への支援 

大学同窓会、中学・高等学校同窓会、電機学校

同窓会の活動に対し、支援ならびに協力を行う。 

なお、各種ＯＢ会にもその規模に応じて参画し、

校友会のＰＲに努める。また、定例的にＯＢ会を

開催している団体の幹事リストを作成し、校友会

行事の周知に活用する。 

 

(4)留学生ＯＢとの連携 

昨年度に引き続き、交流会を通じて、留学生が

校友会に対する関心と理解を深めるとともに、学

園への帰属意識の高揚を図る。 

また、国際センターの協力を得て、海外で活躍す

る卒業生との交流を図ることを検討する。 

 

３．準会員への支援 

校友会では、例年、準会員である学園の学生・

生徒に対して支援を行っているが、今後もその支

援体制を継続する。 

平成24年度は、東京千住キャンパスで開催され

る最初の学園祭（旭祭）を大学同窓会と連携して

支援する。 

また、メディアに登場して学園を広く広報する

イベントに対して支援する「イベント協賛援助｣

を継続する。 

なお、例年実施している準会員への支援事業は

次のとおりである。 

①クラブ活動補助 

②全学行事補助 

③卒業式・入学式記念品補助 

④卒論発表会・就職セミナー等支援 

⑤準会員向け工学情報（KJ）発行 

⑥東京電機大学校友会・新電気奨学金貸付 

⑦イベント協賛援助 

 

４．社団法人としての公益活動と目指す方向 

(1)公益活動 

本校友会は、社会一般への教育、学術、文化発

展に寄与することを目的とする社団法人である。 

現在の特例民法法人（現行社団法人）として行

っていく公益事業は次のとおりである。 

①公開講演会の主催、共催、後援（地方会場での

開催を含む） 

②見学会の主催、共催、後援 

③学園主催の公開講座（ＭＥ講座、マセマティカ

講座、ロボット製作講座等）の協賛 

④大学院博士・修士論文発表会協賛 

⑤その他事業への支援 

 

(2)目指す方向 
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平成22年度の評議員会・総会において一般社

団法人を目指すことが承認され、理事会の下に

「法人移行実行委員会」を設置し、法人移行への

課題を具体的に洗い出し、定款や規則等の作成は

終了した。引続き、平成25年4月1日の移行に

向けて、具体的な法人移行に関する申請書を作成

し、平成24年度の評議員会・総会終了後、でき

るだけ早く移行申請を行う。 

 

５．東京千住キャンパス創設事業募金への協力 

卒業生向けの募金活動について、工学情報やホ

ームページを用いて広報し、また、校友会総会、

支部総会、全国支部長会や職域電機会会長会等を

通じ、引き続き積極的に募金への協力要請を行う。 

 

６．学園との連携強化 

(1)学生募集の支援 

大学は、東京千住キャンパスの開設に伴いグラ

ンドビジョンの具現化を期しており、校友会とし

ては、そのような現状を踏まえて、入試センター

をはじめ学園との更なる連携を図り、教職校友会

ならびに地方支部を通じて学生募集を支援する。 

 

(2)経営同友会の事業活動への協力 

経営同友会は学園と産業界で活躍されている

校友の方々との間にネットワークを構築し、会員

企業ならびに学園および校友の発展を目指すこ

とを目的に設立された組織である。 

校友会では、学園と校友との連携の重要性を考慮

して、経営同友会の企画・運営する講演会等の事

業活動に積極的に協力する。 

 

(3)父母懇談会への参画と協力 

学生支援センターと連携し、地方で開催する父

母懇談会に校友会が参加して校友会ならびに卒

業生組織の存在をＰＲすると共に、当地に就職を

希望するご子息への情報提供を行う。 

                   以上 
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予算額 前年予算額 差　　異

Ⅰ　事業活動収支の部

1.　事業活動収入

会費収入 65,500,000 65,900,000 △ 400,000

通常会員収入 8,500,000 9,500,000 △ 1,000,000

予納会員収入 57,000,000 56,400,000 600,000

事業収入 500,000 500,000 0

見学・講演会費収入 500,000 500,000 0

資産運用収入 540,000 630,000 △ 90,000

受取利息配当金収入 540,000 630,000 △ 90,000

補助金等収入 15,000,000 15,000,000 0

学園助成金収入 15,000,000 15,000,000 0

預託金取崩収入 4,000,000 4,000,000 0

準会員預託金取崩収入 4,000,000 4,000,000 0

寄付金収入 3,500,000 4,500,000 △ 1,000,000

工学情報広告収入 3,000,000 4,000,000 △ 1,000,000

オーム社寄贈品収入 400,000 400,000 0

その他寄付金収入 100,000 100,000 0

雑収入 36,080,000 80,000 36,000,000

支部・同窓会資金受入収入 36,000,000 0 36,000,000

その他収入 80,000 80,000 0

事業活動収入計 125,120,000 90,610,000 34,510,000

2.　事業活動支出

事業費支出

給与手当支出 3,260,000 0 3,260,000

委託費支出 5,379,500 0 5,379,500

消耗品費支出 1,440,000 0 1,440,000

賃借料支出 940,800 0 940,800

会報発行費支出 31,455,000 38,910,000 △ 7,455,000

名簿管理費支出 4,700,000 4,700,000 0

Ｗｅｂ情報発信サ－ビス費支出 4,060,000 3,810,000 250,000

見学・講演会・法律相談費支出 2,450,000 2,450,000 0

支部活動費支出 16,320,000 16,620,000 △ 300,000

同窓会活動費支出 12,084,000 11,244,000 840,000

クラブ活動補助費支出 4,850,000 4,850,000 0

全学行事補助費支出 5,000,000 6,000,000 △ 1,000,000

卒入学記念品費支出 2,800,000 2,800,000 0

卒論発表会・就職セミナ－費支出 300,000 300,000 0

工学情報分担金支出 2,000,000 2,000,000 0

イベント協賛援助費支出 2,000,000 2,000,000 0

その他事業費支出 4,630,000 400,000 4,230,000

事業費支出計 103,669,300 96,084,000 7,585,300

科　　目

平成24年度　収支予算書（案）
（平成24年4月1日から平成25年3月31日）

（単位：円）
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予算額 前年予算額 差　　異

管理費支出

給与手当支出 840,000 4,100,000 △ 3,260,000

委託費支出 2,305,500 7,160,000 △ 4,854,500

消耗品費支出 360,000 3,000,000 △ 2,640,000

旅費交通費支出 300,000 300,000 0

会議費支出 4,840,000 4,440,000 400,000

通信運搬費支出 3,000,000 3,000,000 0

印刷製本費支出 200,000 200,000 0

賃借料支出 235,200 1,536,000 △ 1,300,800

慶弔費支出 200,000 200,000 0

雑費支出 1,400,000 900,000 500,000

管理費支出計 13,680,700 24,836,000 △ 11,155,300

事業活動支出計 117,350,000 120,920,000 △ 3,570,000

事業活動収支差額 7,770,000 △ 30,310,000 38,080,000

Ⅱ　投資活動収支の部

1.　投資活動収入

事業積立金特定資産取崩収入 15,000,000 5,000,000 10,000,000

通常会員会費特定資産取崩収入 0 17,000,000 △ 17,000,000

奨学金返済収入 4,000,000 4,000,000 0

投資活動収入計 19,000,000 26,000,000 △ 7,000,000

2.投資活動支出

準会員基金特定資産繰入支出 0 10,080,000 △ 10,080,000

奨学金貸付支出 6,500,000 6,500,000 0

投資活動支出計 6,500,000 16,580,000 △ 10,080,000

投資活動収支差額 12,500,000 9,420,000 3,080,000

Ⅲ　財務活動収支の部

1.　財務活動収入 0 0 0

2.　財務活動支出 0 0 0

Ⅳ　予備費支出 2,400,000 4,400,000 △ 2,000,000

当期収支差額 17,870,000 △ 25,290,000 43,160,000

前期繰越収支差額 51,999,911 34,336,970 17,662,941

次期繰越収支差額 69,869,911 9,046,970 60,822,941

科　　目

（単位：円）
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各校卒業者（住所判明者）並びに校友会員数 

（平成 24 年 3 月 31 日現在） 

 電機学校 中学・高等学校 院・大学・短大 合計 

住所判明者数 4,549 11,109 67,571 83,229 

会 員 数 810 2,419 27,719 30,948 

 
 

地方別内訳 

（平成 24 年 3 月 31 日現在） 

県名 
住所判明

者数 
会員数 県名 

住所判明

者数 
会員数 県名 

住所判明

者数 
会員数 

北 海 道 454 152 福 井 県 110 42 山 口 県 140 49 

青 森 県 186 70 山 梨 県 780 281 徳 島 県 120 31 

岩 手 県 236 79 長 野 県 1,504 432 香 川 県 153 51 

宮 城 県 398 147 岐 阜 県 253 73 愛 媛 県 144 53 

秋 田 県 209 79 静 岡 県 2,176 684 高 知 県 125 51

山 形 県 227 76 愛 知 県 843 265 福 岡 県 338 134 

福 島 県 598 241 三 重 県 247 81 佐 賀 県 68 15

茨 城 県 2,877 1,218 滋 賀 県 83 28 長 崎 県 119 43 

栃 木 県 1,641 687 京 都 府 115 40 熊 本 県 105 41 

群 馬 県 1,695 691 大 阪 府 301 108 大 分 県 131 54 

埼 玉 県 18,046 7,505 兵 庫 県 315 96 宮 崎 県 110 30 

千 葉 県 10,065 3,877 奈 良 県 62 13 鹿 児 島 県 130 39 

東 京 都 25,141 9,498 和 歌 山 県 67 13 沖 縄 県 137 49 

神 奈 川 県 10,162 3,059 鳥 取 県 54 21 そ の 他 139 26

新 潟 県 907 300 島 根 県 52 14

合 計 83,229 30,948富 山 県 685 172 岡 山 県 148 31

石 川 県 277 75 広 島 県 356 134 
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開催日 内　容 開催日 内　容

11.04.01
大学　昭和42年 工学部第一部機械工学科
クラス会

11.07.02
大学　昭和53年 工学部第一部建築学科ク
ラス会

11.04.01
電機第二工業学校　昭和24年 第一本科機
械科クラス会

11.07.02 大学 工学部第一部建築学科ＡＢＵの会

11.04.02 高校　昭和29年 定時制機械科クラス会 11.07.03
大学　昭和52年 工学部第二部電気通信工
学科クラス会

11.04.08
高校　昭和27年 全日制電気科電力課程3
組クラス会

11.07.09
大学 理工学部理工学科生体応用工学研究
室研究室OB会

11.04.16
高校　昭和41年 全日制電子科1組クラス
会

11.08.05
大学 工学部建築学科　建築・都市空間研
究室研究室OB会

11.04.23 大学 工学部硬式庭球部クラブOB会 11.08.23
高校　平成23年 全日制普通科5組クラス
会

11.04.30
大学 工学部剣道部、理工学部剣道部合同
クラブOB会

11.09.03
大学 情報環境学部情報環境学科信号処理
研究室研究室OB会

11.05.14
高校　昭和35年 全日制電気科電力課程2
組クラス会

11.09.03
大学 工学部第二部バドミントン部クラブ
OB会

11.05.14
高校　昭和36年 全日制電気科電気通信課
程2組クラス会

11.09.15
大学 工学部建築学科　船越研究室研究室
OB会

11.05.15
高校　昭和27年 定時制機械科A組、B組、
C組、D組合同クラス会

11.09.24
大学 情報環境学部情報環境学科信号処理
応用研究室研究室OB会

11.05.28 高校　平成3年 全日制電子科1組クラス会 11.09.29
工専　昭和25年 電気科、大学　昭和27年
工学部第一部電気工学科合同クラス会

11.05.29 大学 工学部硬式野球部クラブOB会 11.09.30
高校　昭和37年 全日制普通科1組、2組合
同クラス会

11.05.31
電機第一工業学校　昭和23年 第一本科電
気科クラス会

11.10.01
高校　昭和37年 定時制電気科電力課程ク
ラス会

11.06.04
大学　昭和47年 工学部第一部電気工学科
クラス会

11.10.05
高校　昭和35年 全日制電気科電気計測課
程クラス会

11.06.04 大学 山岳部山の会クラブOB会 11.10.08
大学　昭和35年 工学部第一部電気工学
科、電気通信工学科合同クラス会

11.06.04 電機学校 山岳部クラブOB会 11.10.08
大学 工学部第一部小谷研究室、合原研究
室、安達研究室合同研究室OB会

11.06.11
短大 東京電機大学短期大学卒業生の会縦
の会

11.10.13
高校　昭和26年 全日制電気科電気機器課
程クラス会

11.06.24
高校　昭和26年 全日制電気科電力課程1
組クラス会

11.10.14
電機第二工業学校　昭和24年 第一本科電
気科クラス会

11.06.25
大学　昭和46年 工学部第一部精密機械工
学科クラス会

11.10.16
大学　昭和43年 工学部第一部機械工学科
クラス会

11.06.25
高校　昭和53年 全日制電子科1組クラス
会

11.10.22
電機学校　昭和62年 夜間部工業専門課程
電気工学科クラス会

11.06.28
高校　昭和34年 全日制電気科電力課程2
組クラス会

11.10.23
大学　昭和30年 工学部第一部電気工学
科、電気通信工学科合同クラス会

11.07.02
高校　昭和40年 全日制普通科1組クラス
会

11.10.26 工専　昭和26年 電気科クラス会

11.07.02
高校　昭和40年 全日制普通科3組クラス
会

11.10.27 工専　昭和25年 電気通信科クラス会

11.07.02
高校　昭和40年 全日制普通科2組クラス
会

11.10.29
大学　昭和33年 工学部第一部電気工学
科、工学部第一部電気通信工学科、工学
部第二部電気工学科合同クラス会

平成23年度開催　総会・クラス会
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11.10.29
大学　昭和56年 工学部第一部電気工学科
クラス会

11.11.19
大学　昭和56年 理工学部経営工学科クラ
ス会

11.10.29
大学　昭和40年 工学部第一部電子工学科
クラス会

11.11.19 高校 陸上部クラブOB会

11.10.29
大学 工学部第一部機械工学科　粘性・数
値・渦流体力学研究室合同研究室OB会

11.11.19 短大　昭和33年 第二部電気科クラス会

11.10.29
大学 工学部第一部機械工学科振動制御研
究室研究室OB会

11.11.19 短大　昭和39年 第二部電気科クラス会

11.10.29
大学 工学部情報通信工学科音響信号処理
研究室研究室OB会

11.11.19 大学 尺八部竹生会クラブOB会

11.10.29 大学 工学部第一部空手道部クラブOB会 11.11.21
大学　昭和32年 工学部第一部電気工学科
クラス会

11.10.29
大学　昭和44年 工学部第一部応用理化学
科クラス会

11.11.25
高校　昭和41年 定時制電気科電力課程1
組クラス会

11.10.29
大学 工学部オーディオ技術研究部クラブ
OB会

11.11.25
大学　昭和31年 工学部第二部電気工学科
クラス会

11.10.29
大学 工学部第一部・工学部第二部会　錦
祭実行委員会合同クラブOB会

11.11.26
大学 情報環境学部情報環境学科生体信号
処理研究室研究室OB会

11.10.29 大学 工学部第一部体育会本部クラブOB会 11.11.27
大学 工学部第一部バドミントン部クラブ
OB会

11.10.29
大学 学術研究部会アマチュア無線部クラ
ブOB会

11.12.03
高校　昭和40年 全日制電気科電気通信課
程、電力課程、電気計測課程、電気機器
課程合同クラス会

11.10.30 大学 工学部合気道部クラブOB会 11.12.03
大学 工学部電気工学科エネルギー環境シ
ステム研究室研究室OB会

11.11.04
大学 理工学部知能機械工学科樫村研究室
研究室OB会

11.12.03
大学 工学部電気・電子工学科電子計算機
応用研究室（大井研究室）研究室OB会

11.11.05 大学 理工学部棋道部クラブOB会 11.12.10
大学 理工学部建設工学科・建設環境工学
科　鳩萃会縦の会

11.11.06 大学 理工学部電子情報工学科縦の会 11.12.10
大学 神田体育会サイクリング部クラブOB
会

11.11.08
大学　昭和41年 工学部第一部応用理化学
科クラス会

11.12.10 大学 情報環境学部軽音楽部クラブOB会

11.11.12
高校　昭和41年 全日制電子科2組クラス
会

11.12.11
高校　平成20年 全日制普通科7組クラス
会

11.11.12 大学 工学部第一部ゴルフ部クラブOB会 11.12.15
大学　昭和40年 工学部第一部電気通信工
学科クラス会

11.11.12 大学 学術研究部会本部クラブOB会 11.12.17 高校 硬式テニス部クラブOB会

11.11.12
大学 工学部三浦種敏研究室、工学部浜田
晴夫研究室、情報環境学部渡邉祐子研究
室合同研究室OB会

11.12.26
大学　昭和41年 工学部第一部電気通信工
学科クラス会

11.11.12
大学　昭和42年 工学部第二部機械工学科
クラス会

12.01.07
中学　平成17年 全日制普通科Ａ組、Ｂ
組、Ｃ組合同クラス会

11.11.12
電機学校 山岳部OB会発足50周年記念行事
クラブOB会

12.01.08
大学 工学部第一部体育会蹴球部、理工学
部蹴球部合同クラブOB会

11.11.13
電機第二工業学校　昭和24年 第一本科電
気科3組クラス会

12.01.09
高校　平成22年 全日制普通科2組クラス
会

11.11.13 大学 グリークラブクラブOB会 12.01.14
大学 理工学部生命理工学科生体応用電子
工学研究室研究室OB会

11.11.19
大学　昭和43年 工学部第一部応用理化学
科クラス会

12.01.14 大学 工学部メディア研究会クラブOB会
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12.01.14
大学 工学部第一部体育会ワンダーフォー
ゲル部クラブOB会

12.01.20
高校　昭和41年 全日制工業計測科クラス
会

12.01.21
高校　昭和39年 全日制普通科2組クラス
会

12.01.28
短大　昭和35年 第二部電気科、大学 昭
和38年工学部第二部電気工学科合同クラ
ス会

12.02.02 大学　昭和50年 工学部建築学科クラス会

12.02.10
大学　昭和45年 工学部第一部電気工学科
クラス会

12.02.11
大学 理工学部電子情報工学研究室研究室
OB会

12.02.11
大学 工学部電気電子工学科　電子情報イ
ンターフェース研究室研究室OB会

12.03.10
大学 工学部第一部、工学部第二部、理工
学部、情報環境学部　卓球部合同クラブ
OB会

12.03.21
大学　昭和36年 工学部第一部電気工学
科・電気通信工学科・電子工学科合同ク
ラス会
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